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＜連絡事項＞

· 庶務からのお知らせで、3/27（日）庶務不在となりますので、日曜日分の日用品の発注は3/26（土）のうちにお願いしますとの事です。忘れずに２日分発注してください。

· 薬局からのお知らせで、「エンシュアリキッド缶」の製造工場が災害を受け生産が不可能になっているとの事です。生産再開の情報が全くないので、今後は、濃厚流動食「MAプラス8（栄養室扱い）」に切り替えるとの事でした。
· リネンについてですが、業者が本格稼動したので、リネン定期交換は通常通り行うとの事です。

· 浴室の脱衣所のドアの金具部分についてですが、本日修理が完了したのと事です。

· キッチン前の衝立についてですが、本日業者が確認しにきた所、補強はしていきました。本格的な修理となると料金がかかるとの事です。SGM、JGMへ報告し、確認がとれたら、後日朱夏へ連絡してください。また、補強部分がむき出しになっている為、転倒する事が考えられるので、患者様には注意を呼びかけていきましょう。

· 院内でのUSBメモリーの使用はしないようにしましょう。個人情報漏洩となる可能性があります。

· 在庫確認をして発注をしていくようにしてください。

· PSWより連絡で、4/24に選挙があるそうです。北病棟患者様の場合、スタッフ付き添いにて投票するかと思いますが、事前に投票しにいくメンバーをピックアップして3/30までに知らせてほしいとの事でした。

· 環境整備より～４月分の予定表作成しました。実施内容は、今年度行えなかった部分を中心に作成しましたので、実施の程よろしくお願いします。

＜患者様連絡＞

· 板橋　雅勝様～御家族の受入れ整ったことから、本日10:00退院の運びとなっています。

· 小坂　君子様～本人より、排泄後に肛門部から出血があるとの事で、本日、小坂Drの診察を受けています。診察では出血見られず、現在、臨時処方されているボラザG軟膏を使用し様子をみるようにとの事です。

· 伊藤　雄一様～PSWから通帳名義について御家族へ連絡していますが、未だ繋がらない状況です。折り返し連絡が来ましたら、PSWへつないでくださいとの事です。

＜皮膚科診察＞

· 大釜　万知さま～本日の診察で、両足が白癬との事で、本日よりケルガークリー　　　　　　　　　　　　　　　　　ムを塗布するようにとの事でした。主治医から処方されたウレパールについて確認した所、今まで通り塗布するようにとの事です。

他の患者様は変更はありません。

＜安々平Drケース検討＞

· 宮　陽子様～週末の外泊訓練に関して、3/26 10：30～3/28 17：00まで外泊申請　　　　　　　　　　　　し主治医より許可となっています。精神症状の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　

· 三上　勇様～昨日、17時過ぎに買物に外出しようとすることがあり、理由については「安々平先生の車がいなくなっていたから」と妄想的な発言聞かれていました。診察では妄想発言はなく、穏やかに受けています。

· 上村　みわ様～近頃、診察について拒否的でしたが、本日は拒否なく診察を受けています。診察では、主治医からの精神症状の確認の問いについて答えずに経過しています。

＜ナイトプログラム年間報告＞

実施要綱

・小グループにおける取り組みで年度内に二度にわたるグループ

　編成の見直しをした。

・二軸評価、社会適応機能尺度を利用しながら個々に評価しした。

　実施出来た事で退院・転入等における患者様の動向に柔軟に対応

　できた。

・カンファレンス内でスタッフ間の意見交換をした。

・ナイトプログラムについての勉強会を実施。（２回）

　患者様へ充分な説明が出来たことによりスムーズに新グループへの移行

　が出来た。

・しかし、個々のグループの実施内容が上手く繁栄出来ず、スタッフが介入

　提案する事で「やらせる」のが持続し、小グループの目的で「自分達で

　考える、自分達で運営する」という部分が欠如し、自主性の向上、質の

　向上は、レベルアップ出来なかった事は反省点である。

次年度にむけて

・今後も、患者様の動向によりレベル、目的が多様になると思われるので、

　それに合わせた編成を定期的に行う。

・定期的にカンファレンス内でナイトプログラムについて継続で勉強会をする。

· 小グループの関わり方についてスタッフ間で意見交換をする。

スタッフの意見

· グループの目的が全て対人交流となっているが、あまり交流をもたれている様子はなく、それについての改善策についても曖昧のままだった。

· 患者様主体で行っているが、患者様にまかせっきりにすると取り組みが消極的となりスタッフ介入をするとスタッフ任せとなってしまいがちとなる。

· ナイトプログラムの目的と変わってきてしまう。

· 意見交換の場を上手に活用できなかった。

· スタッフ介入と患者様主体の間で関わり方がよく分からなくなった。
































































